
島根県図書館大会
つなげよう島根の図書館
分かち合おう図書館の未来
ー島根県図書館協会ステップワン！ー
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教諭 舟木 司

令和３年１０月１７日（日）くにびきメッセ





ひらこう＝平田高校って？



ひらこうの魅力は、





１学年 １６０人 全校で４８０人

中規模校

多くもなく、少なくもなく
ちょうどいい！！



令和４年度から変わるところ



総合的な探究の時間

自分で自分の進路を

決めることができるように

５年後、10年後の自分の姿を
想像できるように

そのための力



プログラム
１年 研修旅行

学部学科ガイダンス、職業人講演会、
地元企業ガイダンス、個人探究活動、
プレゼンテーション

２年 地域協働学習
班別探究活動、個人探究活動
プレゼンテーション、小論文ガイダンス

３年 志望理由書作成、プレゼンテーション、
インターンシップ（看護・保育・栄養）、
小論文演習



陸上競技 柔道 剣道
野球 卓球 バスケットボール
バレーボール（女子） サッカー
テニス（男子） ソフトテニス（女子）
吹奏楽 美術 書道
放送 文芸図書 ＥＳＳ
ＪＲＣ 写真



部活動
文芸図書部



部活動 放送部



部活動

ＪＲＣ部



部活動 陸上部



部活動 柔道部



野球部



ひらこうの魅力

③地域協働学習へ 行く前に

ひらこう図書館
の紹介をします！



平田高校の図書館「ひらこう図書館」は
管理棟と教室棟をつなぐ架け橋（渡り廊下）

生徒昇降口の真上 ２階にあります。



ひらこう図書館 館内の様子
現在の蔵書 24,766冊 １日平均貸出数

R1年度 16.5冊

R2年度 17.4冊



Ｒ２年度受入1,228冊
毎月100冊以上の新しい本が入ってきます。

１人あたり貸出冊数 R1年度：7.7冊
R2年度：7.6冊



年間1人あたりの貸出数の変遷
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ひらこう図書館の授業利用数の変遷
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ふたつのグラフを比較すると・・・

ひらこう図書館を利用した授業は増加しています。
（Ｒ２年度はコロナ禍で減少）

年間１人当たりの貸出数の変遷と比較すると、
ひらこう図書館の利用と貸出がリンクした形を
示しています。（全く無関係とは言い難いです。）

利用指導と読書案内は図書館活用の両輪です。



授業での図書館利用（時間）と貸出数（冊）
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授業での図書館利用と貸出数

県内高校（普通科）の図書館利用授業数（1クラス当たり）
と生徒1人当たりの貸出数の関係をグラフ化してみました。

（平成３０年度の実績）

図書館利用の授業が年間１クラス当たり１０時間以内で１人
当たりの貸出が１０冊以内の中に散らばる学校が多い中、
数校１５時間以上利用している学校があります。

こうした学校は貸出もある程度認められて、この傾向は平成
２９年度も同様でした。平田高校はそのグループに位置づき
ます。ひらこう図書館で平成28年度あたりから図書館利用
が増えた背景を探りながら、平高生とひらこう図書館、そし
て探究学習の意義について考える機会が増えました。



図書館の前の掲示板は
ひらこう生徒の活躍 地域協働学習の足跡



図書準備室入口は「新着図書案内」ボード
図書館入口は「インフォメーション」ボード



そして、ひらこう図書館は眺めがいい！
外を眺めながら本を読める専用の椅子が。



図書館から伯耆富士（大山）が見えます！
７月12日 島根県東部集中豪雨の日 雨上がりです。



ひらこう図書館のスタッフ
図書研修部 常駐４名

教諭３名（舟木司、石飛智弘、影山祥大）

主任学校司書１名（梶谷妙）



図書研修部のお仕事
図書館の利用促進を図り生徒の探究学習を支援すると
ともに、教職員の教育活動の展開に寄与する。

Ｒ３年度：重点目標
＊図書館活動
＊図書館だより、図書館報 ＊「学び」のガイドの活用促進
＊生徒会図書委員会 ＊文芸図書部の活動支援
＊読書感想文・読書感想画 ＊ビブリオバトル

＊人権教育 ＊校内ＩＴの保守管理
＊文化講演会 ＊芸術鑑賞会
＊教職員研修 ＊鈴懸祭（文化祭）協力
＊文科省事業（総合的な探究の時間）



図書館活動
図書館オリエンテーションの様子



地域協働学習のための郷土資料コーナー

「学び」のガイドの活用



「図書館からはじまる「学び」のガイド」活用

「読書ノート（1969）」「図書館利用の手引き（1985）」
「図書館ガイド（1996）」と変遷を重ねた冊子は、
平田高校が高図研事務局をしていた２年間（2012／2013）に
高図研研究部によって改訂作業が進められ「図書館からはじ
まる「学び」のガイド」として生まれ変わり2015年から 本
格的に使用しています。まさに探究学習に対応できるガイド
として全国的にも評価されています。入学時に購入、新入生
図書館オリエンテーションの時間に配布しますが、平田高校
では活用する場面が少なかったです。単発的で系統立てられ
ることがない調べ学習的な図書館利用が多かったからですが、
2016年に教職員全員分の「学びのガイド」を年度内貸与とし
ました。教員にそれぞれの教科で図書館利用をイメージして
もらうことを目的としました。



文芸図書部の活動支援
夏井いつき先生をお招きして「句会ライブ」



人権教育：各学年ごとのホームルーム活動
教職員研修「ＬＧＢＴＱを学ぶ」松島彩さん



松島彩さんは「山陰中央新報」のコラムに
ひらこうでのエピソードを紹介してくださいました。

センバツ出場記念碑の前で



芸術鑑賞会
今年度は NHK交響楽団のメンバーによる

ピアノと弦楽四重奏のコンサート



文化講演会
フォトジャーナリスト 小林紀晴先生
オンラインで開催。集英社文庫100冊の寄贈がありました。



鈴懸祭（文化祭）
生徒指導部と協力して講演会を企画します

今年の講師は FROGMAN（小野亮さん）



みんなのお楽しみ「クリスマス会」
図書委員会の企画



そして吹奏楽部のクリスマスコンサート



ビブリオバトル
放送部が制作した番組が地元CATVで放送されました。



探究学習のスタート



情報の授業や３年生のプレゼンテーション指導
の取り組みを経て平成29年度２学期「探究学習」
と銘打った授業が始まりました。
平成30年度もほぼ同様に展開。

推薦入試に向かう生徒が多いことを前提に、
この学習が志望理由書にスムーズに移行できるこ
とを意識したテーマ設定となっていました。

１・２年生では意識に差があることが想定され、

１年生「高校卒業後に学びたいこと」
２年生「社会の抱える問題にどう立ち向かうか」
を考えるように示されました。



進路ビブリオバトル（平成２９年度）

自分の目指したい進路に関わる本を高校時代に１冊
くらいは読んでもらいたいと考えた司書より導入とし
てビブリオバトルが提案されました。（３年生のプレ
ゼンテーションが例年よりは余裕があったためです）

今でこそ校内大会が定着し
ていますが「人前で本のこ
とを話すなんて無理」とい
う生徒が多かったです。



事前に進路希望調査を確認し、カテゴリー分けしたグループ毎
に書籍を準備、生徒はそこから本を選ぶことを導入1時間目の
課業としました。あくまでも資料を読み込むことが目的なので、
発表はバトルというより読んだ本の紹介に徹しプレゼン５分・
質疑応答３分の時間設定のみ本来のビブリオバトルのスタイル
を流用していました。



平成３０年度（2018年度）地域課題解決学習

平田高校・ひらこう図書館にとって大きな転機になったの
が、地域課題解決学習でした。
平成30年度、平田商工会議所の創立70周年の記念事業と

して本校と一緒に地域の活性化に取り組みたいと要請が入り
ました。

検討も準備も覚悟もないままに
「出雲産あずき」「駅サイトまつり」「平田まつり」
に取り組むこととなっただけでなく、それぞれのイベントの
日程はとてもタイトでした。



あずきに関連する探究の成果



地域課題解決学習は、ひらこう図書館を活用
➡探究に必要な資料をまとめ本棚に

（例）あずきファイル



「あずきファイル」の中には・・・

司書が「あずきミュージアム」

に出向いて収集した資料も





◇国（文部科学省）の事業

全国で２０校（地域魅力化型）

◇事業の趣旨

①地方創生

・高等学校を地域振興の核と位置づける

・将来の地域社会を担う人材の育成

②新しい学習指導要領への対応

・主体的・対話的で深い学び ⇐ 体験的・探究的な学び

・社会に開かれた教育課程の実現 ⇐ コンソーシアムの構築

「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」



◇事業に取り組む目的

１ 生徒の学びの充実 ⇐ 地域には生きた課題が数多く存在

・地域における活動を通じた探究的な学びの実現

・学校の中だけではできない多様な社会体験

２ 学校の魅力化 ⇐ 普通科高校の特徴づくり

・地域との協働による教育活動を推進する学校

・将来の地域社会を支える人材を育成する学校

３ 地域の活性化 ⇐ 平田地域の衰退

・地域課題の解決

・地域への愛着や自己有用感 ⇒ 地元定着やＵターンを促進

「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」



 

平田プラタナスプラン



平田商工会議所 雲州平田文化協会

公立大学法人島根県立大学 ひらたＣＡＴＶ

出雲市 ＮＰＯ法人ひらたスポーツ・文化振興機構

平田ロータリークラブ 出雲市立平田中学校

平田ライオンズクラブ 出雲市立向陽中学校

平田地域コミュニティセンター（11地区） カリキュラムドクター

平田青年会議所

暁星会（平田高校卒業生会）

島根県教育委員会

平田高校ＰＴＡ

コンソーシアムの構築



２－１ ２－２ ２－３ ２－４

地域ブランドの創出
～出雲産あずきの普及～

多文化共生社会の推進
～外国人が住みやすい街づくり～

ファン人口・交流人口の増加
～木綿街道・本町商店街の活性化～

＜班で取り組むこと＞
１班 商品開発（和）

２班 商品開発（洋）

３班 基礎研究

＜班で取り組むこと＞
１班 異文化理解（小中）

２班 受入体制（行政）

３班 受入体制（地域）

＜班で取り組むこと＞
１班 木綿街道活性化

２班 木綿街道活性化
（デザイン開発）

３班 ジオラマづくり

＜班で取り組むこと＞
１班 本町商店街活性化

２班 一畑電車の活用

３班 平田ウィング活用
（観光資源開発）

＜全員で取り組むこと＞
・商品販売フェア

＜全員で取り組むこと＞
・外国人との交流会
・学校等への普及活動

＜全員で取り組むこと＞
・駅サイトまつり

＜全員で取り組むこと＞
・人生ゲームヒアリング

各クラス３班に分かれて活動しました。



＜例＞交流人口の増加：イベントチーム
平田まつりメインステージのスタッフ



この日のゲストは・・・井手上漠さん





私たちが学習することで、

地域に貢献する。

地域を活性化する。



平田高校で
地域と協働する

卒業後も
地元に関わる

地元にイノベーションを起こす

定住人口が
増える

地元を担う
若い子供が育つ



情報収集

課題の発見

課題解決案・方法

実践・検証

深化・発展



商品につての知識を
深める

パッケージとは？
一昨年開発した商
品のパッケージを
考える

Mission １
地域ブランドの創出



Mission ２
多文化共生社会の推進

多文化を学び、言語の壁を越え、その先へ！

なぜ異文化を小さい頃に学ぶ必要があるのか

多くの人が住みよい町となるために





ジオラマ ｉｎ 木綿街道

雲州平田船川を調べてみた

本町改革

空き家再生

一畑電車



地域協働学習を推進するスタッフ
2019年
主担当（教務）副担当（２年）＋司書 ＋２年副担任

2020年
ワークキングチーム

３名（総務・教務・進路指導）＋司書 ＋２年副担任

2021年
ワーキングチーム
７名（主幹教諭・高大連携推進員・総務・教務

進路指導・図書研修 ＋司書） ＋２年学年会



ひらこう図書館を活用した地域協働学習

2020年度（令和２年度）

１年生・探究学習
その流れを紹介します。



生徒に示した
探究予定表



１時間目：発想を広げる
「探究学習とは、自らの問い（問題意識）に関する自分なりの答を求め
る学習である」ことさらには情報編集力が求められる学習だと説明した
後、テーマは自分を中心に据え、マインドマップとマンダラートのどち
らかを選び発想を広げることに取り組みました。



２時間目：発想を絞りこむ ➡ テーマ設定

「Where」ひとつをとっても「どこで」
「どこに」「どこへ」といろいろな捉え
方ができることを示したうえで、前時自
分を中心に発想を広げ据えたテーマを、
逆に絞り込む方向で5W1Hマップに従っ
て設定を進めました。基本的な問い以外
に生じたハイレベルな疑問点は欄外にメ
モしています。
この過程を経て、探究テーマを設定する
ように指示しました。



３時間目：問いの生成

テーマ設定の後、やみくもに情報収集
する生徒が多く見受けられた前年度まで
の反省から、このタイミングで「考え方
パターン」を示しました。
全体的な構成をイメージするのに有効で
あることはもちろん、そこに至るまでの
小さな問いの解決を導く手段になること
も説明しました。
それぞれの素材に当たるA・B・C・Dには
新型コロナ感染症の事例を当てはめていき

・・・と、このように進めていき・・・



4時間目：情報収集 インターネットver.
5時間目：中間発表
6・7・8時間目：情報収集 ひらこう図書館資料ver.
9時間目：「地域と高校生の未来を語る会」原稿作成
10時間目：「地域と高校生の未来を語る会」
11時間目：情報の表現
12・13時間目：情報収集 ひらこう図書館ver.
14時間目：発表原稿仕上げ
15時間目：クラス内発表
16時間目：直前総仕上げ
17時間目：地域協働フォーラム2021春



ひらこう図書館での探究学習支援の成果をあげるならば、
一番に生徒の資料請求の質が高まったことが上げられます。

平成25年当時、受験準備の時期になっても図書館が使われ
ることは多くなかったですが、プレゼンテーションの準備
を重ねるにしたがい、まずレファレンス数が増加しました。
特に最近は、大学の教授の論文コピーを国立国会図書館か
ら取り寄せる希望が寄せられるようになりました。

レファレンス対応が書籍では叶わずインターネットからの
コピーも決して少なくはないですが、これらはファイル資
料化することで新たな出番を待つことになります。
新聞記事のファイルは、令和２年度は生徒自ら手にとり、
さらに新しいレファレンスに発展する場面がありました。



2021年度（令和３年度）

ひらこう 地域協働学習のテーマ

わがとこを わがことに

ひらこうのキャッチフレーズ

明日をひらこう
夢をひらこう

みんなでひらこう



令和３年度 地域協働学習の目標
１他者と協働しながら自分の役割を果たすことができる。

２自分の意見や考えを、聞き手に分かりやすく伝えること
ができる。

３活動内容や調査方法について、なぜ必要なのか、何につ
ながっていくのか、順序立てて考えながら学習を進める
ことができる。

４地域の課題に対して関心を持ち、問題解決に向けて当事
者として考えることができる。



★令和２年度からの変更点（２年生）
令和２年度はクラス別にテーマを設定していましたが、
令和３年度は、いつくかのテーマの中から興味のある
ものを選択させ、クラスを解体して班編制しました。

※令和２年度のテーマ
２年１組 出雲産あずきの普及

２年２組 外国人・日本人がともに住みやすい街づくり
２年３組 木綿街道の活性化
２年４組 一畑電車を利用した地域活性化



※令和３年度のテーマ

農業、小豆、船川、スイーツ開発、
地域医療、多文化共生、空き家活用、
廃校活用、イベント、愛宕山、文化伝承

・令和２年度は秋フォーラムまでを班別探究とし、
それ以降は進路に関する個人探究学習を行いまし
たが、令和３年度は春フォーラムまで班別探究を
行うこととしました。

・そのためフィールドワークも一斉に実施しました。



廃校活用の一例
旧光中学校体育館で開催された「HAIKOU☆文化祭」
ひらこう図書委員会がビブリオバトルを披露



イベント、多文化共生、文化伝承の各班は、
ひらこう図書館を活用して探究スタート！



＜例＞地域の文化伝承の探究
コミセンや出雲市の図書館との連携も不可欠

司書が収集し
た資料の一部。



１年生には「地域みらい学」を開講
昨年度は「雲州ひらた学」と呼んでいた講義を名称変更。
雲州平田の古地図を収集する際、司書に協力を依頼。



地域みらい学
「出雲國風土記」川島芙美子先生の講義



地域協働学習を
より深めるために
2019年度（令和元年度）

ひらこう図書館蔵書に
なった本

探究学習のレファレンス
広い範囲で集めておくか
または
ピンポイントで集めるか



2020年度（令和２年度）図書館報：本の紹介





今後の課題として
探究学習のレファレンス
結果として未使用のままの資料が出てくるときに…



１．論理的思考を学習で体験しながら訓練する。
２．自らの興味関心に基づいて課題設定するスキル

を培う
３．課題解決に向かい情報を多面的に収集し、

整理・活用するスキルを培う
４．課題に対応する研究成果をアウトプットする

手段を知り、実践する
５．自らの探究活動を振り返り、客観的に自己評価

する
６．自他の探究活動に対する質問力を養う

まとめ（目標から振り返る探究学習の達成度）
一般的な探究学習の目標を考えたときに、次の６点を挙げることができます。



平田高校における探究学習の課題点
一つ一つの取り組みにおいて最短な手段（ショートカット）
を選びがちなので、結果として多彩な情報を整理するとか、
論理的に考えをまとめるといった手順を踏まないまま、身近
にあるものを並べて結論づけることとなっています。

ひらこう図書館からの支援は、この過程に最も関わりを持ち
ます。資料のスタイル、整理の仕方、提供方法が今まで以上
にわかりやすくなることが期待されています。

探究学習が単発で完了されていることが少なくないです。
もっと多くのことを関連づける思考ができるようになれば、
情報収集のバリエーションが増やせるし、発想も豊かになっ
ていくことが望まれます。



「最後に」
さらにレベルアップさせていくために・・・

学びを考える際、批判力も大事な要素となります。
これは現在の平田高生に不足がちだと指摘される点ですが、
質疑応答の場面でも質問が寄せられることは少なく、
好意的な感想で終始することが多いです。

大勢の前で質問することは勇気が
必要です。グループ発表の場でも
積極的に意見が交わされる日が
くることを待ち望んでいますし、
今後も支援していきたいです。



ご助言やヒントをいただいた図書館関係者
高橋悦子さん（平田高校前職）
渡部信子さん（三刀屋高校） 行武 望さん（出雲商業高校）
原 弥生さん（三刀屋掛合分校） 永田まどかさん（松江南高校）
矢頭香織さん（開星高校） 實重美紀さん（開星高校）

平田高校ワーキングチームの仲間たち（敬称略）

森山智子（主幹） 亀田律子（総務） 黒﨑 紅（進路指導）
田原義崇（教務） 梶谷 妙（司書） 長門愛香（高大連携推進員）

参考資料（参考図書）
「平田高校探究学習に伴走した図書館の軌跡」高橋悦子著（2021年３月）

「平田高校：ひらこう図書館報」No76（2020年）No77（2021年）

「島根県高等学校図書館概要調査」（2019年11月5日発行）

「学校図書館問題研究会：学図研ニュース No415」2020年9月1日
「ぼくらは地方で幸せを見つける ソトコト流ローカル再生論」指出一正著（ポプラ社）2016年
「学校図書館はカラフルな学びの場」松田ユリ子著 （ぺりかん社・なるにはBOOKS）

「学校図書館をハックする』クリスティーナ・A、ホルズワイス、ストーニー・エヴァンス（新評論）



平田プラタナスプランとひらこう図書館の連携

以上で活動事例報告を閉じます。
ありがとうございました。

島根県立平田高等学校 教諭 舟木 司


